
古くなり腐食が進んだ消火器を操作したことにより、消火器が破裂し、ケガをする 

事故が発生しています。 

変形や損傷、サビがあるような老朽化した消火器にはむやみに触らず、消火器 

メーカー又は消火器販売店等の専門業者にご相談ください。 

 

日頃の点検                           

• 消火器本体に変形、サビ又は塗色の剥離がありませんか。 

• ホースの損傷やひび割れ、キャップやホースの結合部に緩みがありませんか。 

• 圧力ゲージがある消火器は、指針が緑色の範囲内を示していますか。 

日頃のお手入れ 

• 消火器が濡れたり、汚れた場合は、速やかに拭き取ってください。 

• 変形やサビなどの異常があった場合は、当該消火器メーカー又は消火器販売店等

の専門業者に相談してください。 

 

 

底の塗装がはがれた消火器 ふたが破損している消火器 

 (政府広報オンラインから転載) 

 

黒く変色している消火器 



 

置き場所 
• 湿度の高い場所、常時水や直射日光に当たる場所、火気器具の近くは避け、誰もが

見やすく、使いやすい場所に設置してください。 

• 転倒しないようにしてください。 

廃棄方法 

・不用になった消火器は、自治体で行っているごみ回収には出せません。 

 

消火器の処分は（一社）日本消火器工業会が地域の販売代理店（リサイクル窓口）と協力

して行っていますので、お近くの窓口へお問い合わせください。 

お近くの窓口は、下記のリンクから調べることができます。 

www.ferpc.jp/accept/ 

    

 

                               消火器リサイクル窓口検索 

                               QR コード 

 

消火器の処分に関する問い合わせ先 

株式会社消火器リサイクル推進センター（一般社団法人日本消火器工業会代理） 

03-5829-6773 
9:00〜17:00 /土日祝休日および12:00〜13:00を除く 

 

ホームページ 消火器リサイクル推進センター https://www.ferpc.jp/ 
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